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イスラームにおける仏陀イメージ

菊地達也

はじめに

伝統的イスラーム諸学における仏教理解は，ユダヤ教，キリスト教，ゾロアスタ

ー教はもちろん，同じインド系宗教であるヒンドゥー教と比べても極めて貧困であっ

た。初期イスラーム期には，偶像崇拝者として仏教徒が差別を受けることもあったよ

うであり，彼らの信仰への関心は元々強いとは言えなかった。ウマイヤ朝の将軍ムハ

ンマド・イブン・カースイム(Muhammadibnal-Qasim，694頃-715)率いる軍勢が7ユ１

年に初めてインド遠征をおこなうが，イスラーム軍のインド侵攻が本格化するのはガ

ズナ朝のマフムード(Yaminal-DawlaMahmndibnSaktag1,,971-1030)による１０世紀

末の大侵攻以降である。この時にインドに関する多くの情報がイスラーム世界にもた

らされたが，当時のインド(特にマフムードの遠征がおこなわれた北インド)では仏教
が既に衰退期に入っていたため，仏教に対する深い理解が得られることはなかった。

このような時間的なずれが，イスラーム諸学における仏教理解の貧困さをもたらした

と言えよう。

たとえば，仏陀を意味するアラビア語bＭｄは，同時にインドの寺院，偶像(必ずし

も仏像には限定されない)をも意味するi・この事例から分かるように，仏教を理解す

るために用語の精繊化が求められることもなかったのである。

とは言っても，イスラーム諸学を司る学者たち，ウラマー(`ulama．)の仏教に関する

知識が皆無だったというわけではない。本論では，乏しいながらも存在するイスラー

ム諸学における仏教像および仏陀像を先ずは解説する。その後に，本来の仏教，仏陀

とはかけ離れた独特の解釈を紹介するつもりである。

分派学とピールーニー

他宗教を研究・分析する独自の学問分野がイスラーム諸学には存在する。このよ
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うな学問分野は「分派学」と呼ばれ，イスラーム神学の一部を構成する。正確に他宗

教の教義を再現・解説しようとする分派学の姿勢は，比較的客観的である。しかし，

あくまで護教の学である神学の一部であることから分かるように，他宗教，他分派の

教義の論駁とイスラームの正当性を証明することが，分派学の究極の目的である。従

って，一定の偏見が混入する可能性は否定できない。イスラーム帝国の版図には，多

くのキリスト教徒，ユダヤ教徒，ゾロアスター教徒が当初居住していたため，彼らの

宗教に対する分派学の理解と分析はかなりの程度精密である。多くの文書が伝わって

いた古代ギリシア思想に関しても精度は高く著述される分量も多い。しかし，接触が

難しいインド系宗教への言及は少なく，誤解や偏見も相対的に多い。

分派学者による仏教理解の典型は，１１世紀のホラーサーン地方出身の著名な分

派学者シヤフラスターニー(AbUal-FathMuhammadal-ShahrastZinl，1086-1153)に見出

せるだろう。シャフラスター二一は仏陀を「現世において(親から)生まれた者ではな

く，結婚・飲食をせず，老いず，死にもしない者」として定義し，最初の仏陀の名は

釈迦牟尼(ShEIkmin)であり，622年のヒジユラ(al-Hijra，聖遷)よりも5000年前の人物で

あった，と述べる。シャフラスター二一によれば，釈迦牟尼は菩薩（bjM7s`7ｙａ?)の段

階に達しており，菩薩(ボーデイサットヴア)の意味は「真理の道を追求する者」であ

り，そこに至るための手段としては，苦行，喜捨，欲望の放棄，全ての生者への慈悲，

＋の罪(殺生，他人の財の窃盗，姦通，嘘，中傷など)の忌避，十の徳(善，高貴さ，

悪行をおこなわないこと，温厚さにより怒りを抑制すること，現世的欲望を慎むこと，

滅びの現世から永遠の世界への解放を思考することなど)の実践などが挙げられるiio

資料的な限界を考慮すれば，多少の誤解はあるものの，シャフラスターニーの仏

陀理解はある程度のレベルには達していると言えよう。しかし，仏教と仏教徒に関す

る'情報をシャフラスター二一はほとんど提示していない。１)仏陀たちはガンジス川沿

いの多くの寺院を訪問し知恵を授けてきた，２)様々な人格に転生してきたが，その本

質的高貴さゆえに王族にしか生まれない，３)世界は永遠である，４)土壌と気候の特性

のために仏陀はインドにしか生まれない，という仏教徒の主張をシヤフラスター二一

は紹介しているが，この程度の情報しかないiii・ムスリムの侵攻が本格化していた時

代のインドに4)の主張をおこなう仏教徒が存在していたかどうかは不明である。

３)の主張は恐らく誤解に基づくものであり，本来ならば多くの解説を必要とする箇

所であるだろうが，シヤフラスターニーはこれ以上何も語らない。仏教徒は世界の永
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遠性を信じていると単純に断言するシヤフラスター二一は，セム的一神教徒の耳目を

引くはずの輪廻転生の教義に触れていない。彼はイスラームの特殊な分派，ヒンドゥ

ー教徒，キリスト教徒らが信じている輪廻(zα"αSMM)と受肉(1t"lzil)の教義を熟知して

いる耐。それなのに仏教の輪廻思想について語っていないことを考えると，ムスリム

と仏教徒の知的交流がほとんど無かったことが窺える。このような理解レベルである

ため，大乗と小乗の区別も当然なされていない。

シャフラスターニーは仏教と仏教徒にほとんど興味を持っておらず（あるいはほ

とんど情報を持たず），仏陀のみに関心を払っている。そして，仏教を解説する節の

最後において，彼は次のような興味深い発言をしている。「その点に関して仏教徒た

ちが本当のことを言っているのならば，彼らが描写する仏陀と類似するのは，イスラ

ームの民が信奉する者の中ではヒドル(Khidr)のみである」。「緑の男(Khadir)」とも

呼ばれるヒドルはクルアーン18章60-82節に登場し，ムーサー(モーセ)の辛抱強さを

試す謎の人物である。その起源はイスラーム以前のユダヤ教伝統，アレクサンドロス

伝承などに遡るとされ，イスラーム世界の民間伝承で重要な役割を果たしてきたv･

シャフラスターニーが見せた仏陀への強い関心とヒドルヘの連想は，次章で述べられ

る，イスラーム世界における仏陀伝説と独特の仏陀理解に由来すると推測される。

分派学者の証言は恐らく間接的情報に基づいており，分派学者が実際にインドを

訪問したという報告は伝わっていない。そこで，実際にインドを訪問し，現地の知識

人と交流したビールーニー(AbhRayhanMuhammadal-BIrnnT，973-1050以後)の証言を

次に考察することにしよう。

中央アジアのホラズム地方で生まれた博物学者ビールーニーは，当代一流のイスラ

ーム知識人であったか，ギリシア諸学にも精通していた。さらにビールーニーは，古

代ペルシア，ユダヤ，中国などにも知的関心を抱き，当時知られていた主要な民族，

宗教の暦や祝祭日についても記述している。

１０１７年にガズナ朝君主マフムードと出会ったビールーニーは，マフムードのイン

ド遠征に同行しパンジャーブ地方などを訪れた。インド遠征で多くの見聞を得て，書

籍を収集したビールーニーは，ヒンドゥー教徒学者との交流もおこない，サンスクリ

ット語を習得した。こうして得た知識の集大成が，１０３０年に完成した『インド誌』

(mh979〃、ノjﾉｰ〃j"‘、/〃〃pa9zJﾉａｍＩｑ９”ﾉαノケα肝α9ノαｗ〃'ｑｒｄｈ〃α)である。『インド誌』

執筆に先立って，六派哲学のサーンキヤの書とヨーガの祖とされるパタンジャリの書
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を翻訳したビールーニーは，『インド誌』の中で前二著の他にパガヴァッドギーター，

プラーナなどをも頻繁に引用する。ビールーニーは宗教以外に関する著作も入手し，

主に古代ギリシア諸学と比較しながらインドの宗教，哲学，文学，言語，社会，習俗，

暦，法，地理，歴史，人種，天文学，占星術などをこの本の中で紹介し，解説してい

る。

ヒンドゥー教に関する言及と原典からの翻訳・引用の精度は非常に高いが，仏教

に関する言及は極めて少なく，誤りも多い。カシユミールやパンジヤーブに一定期間

滞在したピールーニーではあるが，当地では仏教徒とほとんど接触できなかったのだ

ろう。

ビールーニーは『インド誌』の中で「仏陀」という語を6回ほど使用しているが，

知'性，偶像の意味でそれぞれ1回ずつ用いている。仏教の創始者である釈迦牟尼を指

す語としても用いられ，驚くべきことに釈迦牟尼が著した著書Ｋｉｍｂノ"r口",Iα"αにも言

及しているｗｏまた，仏陀が信徒たちに死者の遺体を川に投じるように命令した，と

いう記述もあるvmoダルマやサンガといった基本概念にも誤解があり，仏陀がヒンド

ゥー神の一つとして定義されている箇所もあるvinoビールーニーの仏教に対する無知

ぶりは，ヒンドゥー教への深い洞察と非常に対照的である。シヤフラスター二一が見

せたような仏陀概念への強い好奇心を示すことなく，ビールーニーはヒンドゥー諸学

の分析に専心している。

ビールーニーの『インド誌』において注目されるのは，仏陀概念や仏教教義より

も仏教の歴史的理解であろう。ビールーニーの証言によれば，古代においては，イラ

ン，イラク，シリアは仏教徒(al-Shamaniya)の勢力圏であった。しかし，アゼルバイ

ジャンにザラトゥシュトゥラが現れ，ペルシア帝国皇帝の帰依によりゾロアスター教

が帝国の国家宗教になると，仏教は先述の地域から駆逐され，その拠点はアフガニス

タンのパルプだけになってしまった。しかし，ペルシア帝国を瞬く間に滅ぼしたイス

ラーム帝国が東方に侵攻すると，そのパルプもムハンマド・イブン・カースイムの時

代にムスリム軍の手に落ちたixoビールーニーのこのような記述は，オリエント古代

史の通常の理解とは大きく異なるⅡ。しかし，西インドを訪問しそこで見聞を深めた

ビールーニーの印象では，仏教は滅亡したも同然の古代宗教であったことは確実であ

る。

以上見てきたように，他宗教分析の専門家である分派学者たちとインド研究の専
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門家ビールーニーの仏教理解は非常に乏しく，誤解も多い。南アジアでイスラームと

対時していたヒンドゥー教とは違い，仏教は教義を分析した上で誤謬を指摘し，イス

ラームの優位'性を示す対象とすら認識されず，ウラマーたちの知的探求心を集めてい

ない。彼らにとっての仏教は，既に滅んだ，あるいは滅びつつある古代宗教，あるい

はヒンドゥー教の一派でしかなかった。

しかし，一方では，シャフラスターニーに見られるように，釈迦牟尼という人物と仏

陀という概念はイスラーム知識人の知的好奇心を引き続けてきたのも事実である。そ

こで，次章ではイスラームにおける仏陀理解を紹介する。

イスラーム思想における仏陀伝の活用

仏教という宗教とはあまり関係のないところで，仏陀はイスラーム世界で著名で

あった。その理由は，釈迦伝に由来すると言われ，人口に贈炎したアラビア語散文文

学の枠物語『ビラウハルとブーザーサフ』（Ｂｉ/ｑｗｈｑｒｗａＢｍ/tasq/)にあるxioこの物語

はイスラーム以前から存在し，８世紀半ばまでにイスラーム世界中に流布するように

なった。ブーザーサフとは菩薩(ボーデイサットヴァ)を意味し，釈迦王子を指す。ビ

ラウハルとは王子に現世を捨てて出家することを促す行者である。この物語には多く

のヴァージョンが存在し，詳細については異なる点が多いが，物語の大枠は次の通り

である。

シヤウィラバヅトの王，ジュナイサルは現世の財産と権力に執着する専制的な君

主であった。王には男子がいなかったが，王妃の夢のお告げと占星術師の予言を経て

王子ブーザーサフが生まれる。王は偶像崇拝者で禁欲主義者を迫害していたが，社会

から遮断されて養育された王子はやがて病，老い，死が存在すること，現世のはかな

さを知り，禁欲者ビラウハルの教えを受ける。これをきっかけにブーザーサフは偶像

崇拝を否定し，現世を捨てて出家し，最終的には悟りを得る。

この枠物語には本来の釈迦伝とは相違する要素も含まれ，偶像崇拝と現世利益追

求の否定などのようにムスリムの共感を集めやすい要素が強調されている。多分に民

間伝承的側面を持つこの物語には，様々な逸話，伝説，教訓が盛り込まれた。

この物語が影響を与えたと思われるイスラームの思想潮流としては，スーフィズ

ム(イスラーム神秘主義)とシーア派思想などが挙げられる。スーフイズムでは禁欲や
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現世の放棄が修行の過程，神秘階梯(ｍｑ９ａｍｍ)として重視され，『ビラウハルとブー

ザーサフ』物語と共感する要素が最初から存在する。

スーフイー聖者イブラーヒーム・イブン・アドハム(AbUlshaqlbrahimibnAdham，

728/9-77)の改心伝説については，特にこれまで釈迦伝の影響が議論されてきたxiio

'0世紀末以降に形成された伝説によれば,パルプの王族に生まれたイブラーヒームは，

狩りに出かけたときに聞いた何者かの呼びかけによって現世の虚飾を捨て，禁欲の道

に向かう。その声の主は，シヤフラスター二一が仏陀との類似を指摘したヒドルとさ

れる。イブラーヒームの出自と改心過程には仏陀伝との類似点があり，彼とヒドルの

関係はブーダーサフとビラウハルの関係を祐佛させる。初期イスラーム時代には，ビ

ールーニーが示唆するように，イブラーヒームの出身地パルプは仏教の故地として知

られていた。そのせいもあり，イブラーヒームの改心物語は仏陀伝の影響を受けて形

成された，とこれまで考えられてきたxiiioこのような考え方の是非を議論する能力を

筆者はもたないが，スーフィー聖者伝の形成に仏陀伝が－つの類型を提供した可能'性

は否定できないだろう。

シーア派の場合は，スーフイズムよりも仏陀伝の影響がより明確である。この場

合のシーア派とは，十二イマーム派とイスマーイール派を指す。『ビラウハルとブー

ザーサフ』写本の保存と継承においても，両派は重要な役割を果たしてきたxivo

シーア派の大多数は，預言者ムハンマドの娘フアーテイマと預言者の従弟アリー

との間から生まれた子孫を無謬の指導者，イマーム(i､口川)として信奉してきた。十二

イマーム派とは，第12代イマームが874年にお隠れ(ghaybα)状態に入り，いつの日か

救世主，マフディー(",ａｈｄ７)として再臨すると信じる集団である。十二イマーム派研

究者である古田京子氏は，十二イマーム派の思想的指導者の一人，イブン・バーバワ

イヒ(Shaykhal-Sadnq；ＡｂＵＪａ`ｆａｒＭｕｈａｍｍａｄｉｂｎ・AllibnBabawayh，923-91)は自分

たちのお隠れ/マフディー教義を補強するために，旧約聖書に現れる預言者たち，ア

レクサンドロス大王，ヒドルらの物語と並んで仏陀伝を利用した，と主張する洲。そ

の分析によれば，第12代イマームが姿を消してから約100年が経過した10世紀の＋ニ

イマーム派指導者たちは，お隠れの長期化を正当化し，信徒の疑念を解消する必要性

に迫られていた。長寿の預言者たちの物語は，お隠れのイマームの長寿を正当化する

機能を持つ。仏陀の出家物語は，高貴な者(第12代イマーム)の旅立ちとその不可避I性，

現世の栄光のはかなさを説明する機能を持っていた。
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次に考察するイスマーイール派は，８世紀に成立したシーア派分派であり，成立当

時は，十二イマーム派同様，特定のイマームの救世主，マフデイーとしての再臨を信

じていた。９世紀には救世主再臨を旗印に全イスラーム世界で宣教活動を展開し，ア

ヅパース朝カリフ政権Ｄ打倒を目指した。しかし，１０世紀には終末論教義が変更され，

将来の救世主とされてきた第７代イマームが持っていたメシア的性質が否定され，彼

の子孫がイマームとして君臨し続けることになったwi。

ここで取り上げるイスマーイール派は，１０世紀のイラクで活動していた秘密結社

イフワーン・アヅーサフアー(IkhwEmal-SafH，，純正同胞団)である。彼らはギリシアの

哲学・科学思想，セム的一神教など多様な思想体系を取り込み，数学，論理学，自然

学，天文学，占星術，魔術，形而上学などの分野から構成される百科全書的著作『イ

フワーン・アヅーサフアー書簡集』（RqsZi'jノノ)Ｍｗｎ'zaZ-Sq/t7')を著したwii。彼らは汚れ

た物質界からの霊魂の救済を至上の目的とし，シンクレテイックに取り込まれた多様

な思想体系は，救済のために必要な覚知を得るための手段と考えた。

イフワーン・アヅーサフアーは，『書簡集』第４巻の「律法的，シャリーア的諸学

に関する第７書簡」の中で仏陀伝を引用した。そこでの仏陀伝は，自分たちの教義に

合わせてかなりの程度脚色されている。

『書簡集』におけ暮仏陀伝の概要は，他の『ビラウハルとブーザーサフ』とほぼ

同じである。インドの王は正義を愛し，善政を敷いていたが，偶像崇拝者であった。

政治的には正しくても精神面においては誤っている王とは対極にある正しき知識の対

象としては，啓示，始源と終末，復活・集合・(善行と悪行の)計量・秤・楽園・火獄

といった終末論など力挙げられるwiii。これらは仏教的と言うよりは完全に一神教的

である。

他の仏陀伝と同様に，占星術師の予言を受け王子が誕生すると，王子は隔離され

た状態で勉学に勤しむ。しかし，王子の知的関心は，天上のマラクート(、α/αkLJA不

可視界)，造物主，始源と終末といった一神教的(イスラーム的)要素に向かう。王子

の聡明さは各地で評判になり，その噂を聞いた賢者が王子に会い，彼にとっての導き

手，哲学的師となるために，哲学的，預言者的知識に満ち溢れた書物を携え王子の城

に向かうxix･

王子と一般人の面会は禁じられていたため，賢者は身分を偽り，王子の召使いに

接触し，王子に宝石を献上したいので面会の便宜を図るように依頼する。召使いはこ
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の申し出を詞り，自分に宝石を見せるように求めるが，賢者は，宝石は無類の輝きを

放つので召使いの眼に雪を与えるが,若く眼力がある王子には害を与えることはない，

と述べ，召使いの要求を拒絶する。このような経緯を経て賢者は王子との面会に成功

する。

前述のエピソードには，恐らくイスマーイール派/イフワーン・アッーサファー的教

義が反映されている。イスマーイール派/イフワーン・アッーサファーは，精神的エリ

ートと一般人を峻別し，高度の知識は前者のみの専有物とし，それを無知な一般人に

開示するのはむしろ害であると考える。賢者や王子は見ることができるが召使いには

見られない宝石とは，恐らくそのような知識を示唆しているのであろう。また，イス

マーイール派/イフワーン・アッーサファーは，自派の宣教においては身分を偽り相手

に接近し，真の知識を段階的に開示するという手段をとった燕。賢者が王子に近づく

ために採用した方法は，その比愉であろう。実際『書簡集』は，教示に値するのはこ

のように賢い若者であり，英知を賢い若者に教示する際には，この賢者を真似るべき

であり，正直な者を見つけ，置かれている状況を利用するように推奨している難､。

賢者と王子の面会後は，両者の対話が描写されているが，その主題も一神教的な

ものである。ここには王と大臣の対話も挿入され，両者の対話では，ギリシア思想に

由来すると思われる天球，形相・質料の問題，アーダムの楽園追放といったセム的一

神教に関わる問題，イスラーム法規範，断食，礼拝，喜捨などが話題となるxxiioイ

フワーン・アッーサファーのシンクレティズム的性格が強く感じられる内容である。

そして，王の問いに対する大臣の回答は全て，『書簡集』で言及されているイフワー

ン・アッーサファーの教義に合致しており，それは預言者や哲学者が伝えるメッセー

ジとも同質である，と述べられる…。なお，アーダムの楽園追放が話題になった折

には，その話は秘密であり，開示することはできないので，比楡で語るよう言明され

る。ここでは，イフワーン・アッーサファーの知的エリート主義，秘密主義，シンク

レティズムが窺える。

賢者と王子の対話の最後においては，死後の霊魂が肉体を再び求めるのかどうか，

ということが問題となる。死後の霊魂の処遇は，アリストテレス哲学をイスラーム哲

学に導入しセム的一神教の教えと適合させる際に大問題となった。従って，この問題

は，ギリシア哲学よりむしろイスラーム哲学に関わる主題と言えよう。長い例え話が

語られた後，賢者は，死後の霊魂は汚れた肉体よりも天上の霊的世界を希求する，と
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主張する。賢者のこのような姿勢は，イフワーン・アヅーサファーのグノーシス主義

的傾向に適合する。

イフワーン・アヅーサファーは，自分たちの教義と活動を正当化するために仏陀伝

を利用しているが，本来の仏陀伝は換骨奪胎されていると言っても過言ではないだろ

う。仏教教義はほとんどと言っていいくらい現れず，自分たちの教義がそれに置き換

わっている。

おわりに

ムスリムがインドに侵攻した時には仏教勢力が衰えていたため，仏教はイスラーム

にとっての宗教的ライバルと見なされることがなかった。そのためか，古典期のイス

ラーム思想界では，仏教への関心が薄く，仏教教義や仏教史への誤解も多かった。同

じインド系宗教のヒンドゥー教のケースとは実に好対照である。ヒンドゥー教の場合

には，ビールーニーの卓越した研究があった後も，特にインドを統治したムスリムの

間では関心と研究が継続した。スィク教の成立に見られるように，イスラーム(特に

スーフィズム)とヒンドゥー教との知的交流は盛んであった。

しかし，聖者的な存在としての仏陀への関心はイスラーム世界に確かに存在し，仏

陀伝は文学において繰り返し語られるモティーフとなり，特にシーア派には一定の影

響を与えた。だが，その関心は，高貴な出自でありながら現世的栄光を捨て来世を志

向する禁欲者，聖者としての仏陀に向けられたものであり，本来の仏陀や仏教はほと

んど省みられることがない。また，その際には，仏陀に対するイメージは，イスラー

ム世界の民間伝承の中で大きな意味を持った神秘的聖者ヒドルのイメージに重なり合

うことが多い。自説を補強するために仏陀伝が利用されることも多く，その典型例は

イフワーン・アッーサファーになるだろう。彼らの『書簡集』では，仏陀伝は本来の

ものとはかけ離れた様相を呈している。彼らにとっての仏陀伝は，自説強化のための

道具でしかなかった。
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